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香川 県 にお ける黒大豆 （丹 波黒）栽培 の 現状 と安定生 産技術
＊

　　　　　　　　　　　　　 西村　恵 （香 川県 農業試 験場 ）

1 ．香川 県で の 作付状況

　本 県で 栽培 され て い る大 豆 は 白大 豆 と黒大 豆 が あ り 、 白 大 豆 は 奨励 品種 に な．っ て い る 「ア キ

シ ロ メ 」、黒大豆 は 「丹波黒」 が栽培 され て い る。

　 「丹波黒 」 は大 粒 で 甘み が 強 く、煮 る と軟 らか く、独 特 の 風 味 を持 つ こ とか ら、正 月用 の 煮

豆 と して 入気 が あ る。近年 、瀬 戸 内平坦部 な どの 温暖 地 に お い て は丹波 地方に 比 べ て 早 期 に 出

荷 で き る と い う利点が ある た め 、 作付 面積 は 増加傾 向に あ る 。

　本 県で の 大 豆 の 作付 面積 は昭 和 60年 頃 の 約 1
，
500ha をピ ー

ク に 、 そ の 後 は徐 々 に減 少 し て い っ

た 。 そ の な か で 、黒大 豆 は 白大豆 に く らべ て 高値 で 取 引 され て い る とい うこ とか ら、高 収益性

の転作 作物 と し て 、昭和 60年 頃か ら徐 々 に 作付 面積 が増加 し て い 叡 平成 9 年 に は 大豆 全 体 の

作 付 け面積約 550ha の うち の 約 300ha を 占め る ま で に な っ た （図 1 ， 2 ）。
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図 2 香川県に おける大豆の 作付面積の 推移

2 ． 「丹 波黒」 の 特 性

　本 県 の 6 月 下旬 播 で の 成熟期 は 11月 下旬 とな り、晩生 品種 で ある 。 生 態型 は IVc に 分 類 され 、

秋 大豆 に 属 す る （斉藤、 1980 ）。

　生 育量 が 大 き く、長 茎分枝 開張型 で あ るた め 、 蔓化 、倒伏 、枝裂け しやす い 、， 開花後 の 結 莢

率 が低 く、収量 は 通常 は 低 い 、，ウイ ル ス 病や 立 ち 枯れ 性 病害に 弱 い 。 こ の よ うに 、近 年 育成 さ

れ た 品種 と比 べ る と 、 非常に栽 培 しに くい 特性 を持 つ
。

　極 大粒 の 品種 で あ り百粒 重 は 60〜80g に もな る 。 糖分 （可溶性糖） が 多く   煮 豆 硬度が 低 い

（軟 らか い ）。

　ま た 、「丹 波黒 」 は 元 来 、 兵 庫県 の
一

部 の 地域 の 農家で 個 々 に採 種 ・栽培 され て きた 在 来種

で あ るた め に 、形 質 が
一定 で は な か っ た 。 こ れ ま で に 、 兵庫 県な ど で 系統選 抜 が 行 わ れ 、形 質

は均
一

に な っ て きた も の の 、い まだ に 様 々 な 形 質を持 つ も の が存在 して い る。

＊ 大 要 は 日 本 作 物 学 会 四 国 支部 会 お よ び 日 本 育 種 学 会 四 国 談 話 会 合 同 シ ン ポ ジ ツム （199S 年 11 月 ） に お い て 発 表 ．．

＊大要 は
， 日本作物学会四国支部会お よび日本育種学会四国談話会合同 シ ン ポジウム （1998年11月）にお い て発表．
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3 ，安 定生産 技 衛 の 確 立

　本 県に 「丹波黒 」 が 定着 し始 め た 頃、

木 県 で の 生態 的 特 性 に つ い て は 、 よ く把

握 され て お らず 、安 定 多収 の た め の 栽培

技術 の 検討 が され （ い なか otTo そ こ で 、

播 種 期 ．栽 植 密度 な ど に つ い て 試験 を石

．t｝ た の で 紹 介す る ，，

1 ） 播 種適期

　 「丹 波黒 」 は 感 光性 が比 較 的 高 く、播

種 期 り 早 晩 に 関 わ らず 、ほ ぼ
一

定の 日長

で 花 牙 分 化 を起 こ す た め 、 早播 きす る と

過 繁 蔑 と な り、遊 播 きす る と栄 養 生畏 が

X 昆す る こ と が知 られ て い る （須藤 ら、 1

9S2）。 した が っ て 、播 種適期 を把握 し、

遡 期 に播 種 す る こ と溺 重要 と な る 。 そ こ

で 、 fi月 中旬 、 6 月 下旬 、
7 月 ．辷旬 の 播

種期 に つ い て 検討 し た v

　 い ずれ の 播 挿 期 に お い て も 、 O
，

1 次

花 に 白 来 す る 子 実 は 大紋 割 合 が 葛 くな る

こ とが 明 らか とな っ た （図 ；s ）． 　さ ら に
、

播 糧 期 が 遅 く な る ぼ ど 、 o
，

1 次 花 の 結

莢 峯 が 高 くな り、 O ， 1 次花 由来 の 粒 の

割 合 も高 く っ た （表 1 ，図 4 ），，こ れ らが

要 囚 とな り、播種期が 遅 くな る ほ ど多収

と な り、 大 雜 害II合 も高 くな っ た が 、 7 月

中旬 播 は 他 の 播 種期 に 比 べ て 低収 で 、大

粒 割合 も低 くな つ 距 （図 5 ）。

　 こ れ らよ り、i 多 牧 と 大粒 生 産 の 潺 面 を

考慮 す る と、 fi月 下旬 〜 7 月 t：旬 が 本 県

にお け る播挿漁 期で ある と雷 え る 。
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表 1 次位圃開 花数及 び結莢率　く1gs 　9年）

　 　 　 　 　 開花 数
播種 期
　 　 　 o 次 1次 2 次 　 o 次

結莢 単（％ ）

1 次 2 次
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2 ）適正 栽植 密度

　 「丹 波黒 」 の 草型 は 、主茎 長 60cm 以 上 、

分枝数は 5 本 以 上、枝 の 広 さは20cm 以上 に

な り、長 茎分枝開 張型 に 分類 され て い る （須

藤 ら、 1982 ）。 した が っ て 、 1 個 体 当た り

の 専有面積が 大 きい た め、適正 栽植 密度 が

問題 と な っ て くる 。 と く に 、「丹 波黒 」 の

場合 に は、密植す る と小 粒 とな りや す く 、

疎植 に す る と収 量 が 確 保 し に く く な る。そ

こ で 、
一

定 の 粒 大 を確 保 し つ つ 、多収 を得

る こ とが 重 要 とな っ て くる 。そ こ で 、 7 月

上 旬播 にお け る 栽植密 度 と収 量及 び 百粒 重

の 関係 に つ い て 検 討 し た。

　 1991年 に は畦 幅 120 ， 105 ， 90  で 、株 間

を 35
，

45   と変 え 、 1992 年 に は畦幅 140c皿

で 株 間 を20，30，40，60c皿 と変 え て 比 較 し

た 。 収 量は 密植す る ほ ど増収す る傾 向が 見

られ る が、 3．0本 ／   以 上 に な る と増加 し

な か っ た （図 6 ）。 百粒 重 に つ い て は 、疎

植 に す る ほ ど百粒 重 は 大 き くな る傾向 が 見

られ 、
L8 本 ／   付 近 で 最 高 とな り 、 そ れ

よ りも 疎植 に し た 場合 に は やや 小 さ く な っ

た （図 7 ）。

　 こ こ で 述 べ られ て い る 百粒重 と は 、子 実

重 全体 の 平 均値で あ る こ と か ら、百 粒重 が

28 ．O
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＞
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図6 栽植密度と子実重の 関係 （1991 ，1992 年の 平 均 ）
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低下 した か らと い っ て 、必 ず し も大粒 の 絶 ex

対 量が 少な くな る とは 限 らない
。 そ こ で 、

粒径別 子 実重 と百粒重の 関係を検討 した 。

栽植密度が 2．4本 ／   の とき の 百粒 重 は、1．

8本／   の とき と ほ ぼ 変わ らな い が 、
3L

，

　 こ れ ら よ り 、

　 　 1　0　　　　　　　2．0　　　　　　　30 　　　　　　　4．0
　 　 　 　 　 　 栽 植 密度 （本 ／   ）

図7 　栽植密度と百 粒重の 関係（1991，1992年の 平 均）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2L の 収量 は 明 らか に 多い （図 8 ）。

　　　　　　　7H 上旬 播 の 場合、収 量、大 粒 生 産 の 両面 を考慮す る と 、1．8〜2．5本／   程度

が 適正 栽植 密度 で あ る と思 われ る 。 そ し て 、 栽 植 様 式 に つ い て は 、 防 除 や 中耕培 土 な ど の 管理

を優先的 に 考慮す る 必 要 が あ る こ とか ら、畦 幅 をやや広 め の 120〜 140cm程度 とす る と 、株 間は 3

0〜40cm とな る。
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3 ）セ ル 成 型苗 に よ る 移植 栽培 の 検 討

　 本県 の 黒 大豆 の 栽培 法 とし て は 、大 き く分 けて 直播 栽培 と移植 栽培 に 分 け られ る。

　直播栽培 は移 植作業 の 必 要 が な い こ と か ら、労力 が 少 な い と い う利点 が ある が 、播種 後 の 鳥

害 や土壌 水分 の 状 態 に よ っ て 苗立 が 不 安 定で 、欠株 が発 生 しや す い 。また 、移植 栽培に つ い て

は 、欠株 の 心配 は な い が 、苗床 育苗 を行 っ た 後 、移植 作業 が必 要 に な る こ とか らか な り の 労 力

を要 す る u そ こ で 、栽植 本 数 の 確 保
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6 月 27 日播

と移植 作業 の 省力 を 目的 と し て 、 野

菜 や 花 卉 な ど で す で 普 及 し て い る セ

ル 成型苗 に よ る移 植 栽培 を検討 した 。

　セ ル ト レ イ に っ い て は 、 128穴 と 72

穴 の セ ル トレ イ を検討 し た が 、苗 立 、

苗 質 に つ い て は 特 に 違 い は な く 、 ト

レ イ の 枚 数 と 育苗 面 積 を少 な くで き

る こ と か ら、128穴 の もの で 良い と考

え られ た （表 2
， 図 9 ）。育苗培 土 に

つ い て は 、
バ

ー
ミ キ ュ ラ イ ト系培 土

（与作） と粒 状培 土 、 ビ ー
トモ ス 系

培 土 （ス
ー パ ー

ミ ッ ク ス A ＞、水 田

土 を検 討 し た 。 バ ー
ミキ ュ ライ ト系

培 土以 外 の 培土 に っ い て は 、 い ず れ

も苗 立 は 良く、差 は見 られ なか っ た

（図 9 ）。 そ れ らの うち、 ビ ー トモ

ス 系培 土 は排 水性 、保 水性 に優れ て

い る た め 灌水 に左 右 され ず 、苗 立 が

安 定 し て い た。 ま た 、育苗 目数 に つ

い て は 、初生葉 展 開 時 で あ る播 種 後

9 日が 苗質 、根 鉢 の 形 成 が 適 当 で あ

っ た た め 、最 も作業性 が 良か っ た （表

3 ）。

　 以上 よ り、 128 穴セ ル トレ イ と ビ ー

トモ ス 系培 土 を用 い て 、 6 月 下旬 播

で は10 日程度 で 育苗で き 、移植作業

も簡便 で 、苗 床育 苗 の 半分以 下 の 時

問 に短縮 で きた （図 10）。

50080604020
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　　÷ ・ 馨 ・ s：
B ．パ ー

ミキュ ラ仆 系培土，R ；粒状 培土，　 P ：ピー陛 ス系 培±，S ：水田 士

　 　 図 9 　育苗培± 及 びセル トレイ種麺別の 苗立

表2 セ ル 及び培土 の種鰲と移植 時の苗質　 （1994 年 ）

セ ル の 種類 培 ± の 種類
地際〜 （cm ＞

子 葉節　 初 生 葉節

　 　 　 　パ ー
ミキュライト系培 土

　 　 　 　粒 状培 土
128 穴
　 　 　 　ピ

ー
トモス系培土

　　 　　水田 土

5．85

．25

、55

，7

11．912

．olO

．312

．0

　 　 　 ピ
ー
トモス系培 土

72 穴
　　 　 パーミキュライト系培土

5．45

．6

11．510

．3

苗床播種 6．8 11．5

注 ）播種期 は 6 月21 日 、 調 査 は 7月 6 日 とした

表 3 育 苗 日 数 と移 植 時 の 苗 貫 　 〔1994 年 ）

播 種 後
　 　 　 生 青 ス テ

ー
ジ

日 数
移 植 時 の 作 業 性

5 日 　 初 生 葉 展 開 姶 め

9 日 　 勧 生 葉 展 開 期

12 目　第 1本 葉 展 朋 始 め

根 鉢 の 形 成 が 不 十 分 で 抜 い た とき に

崩 れ や す い

根 が セ ル の 形 状 に とぐ ろ を巻 き、最 も

作 粲 性 が 食 い

根 が セル の 底 の 穴 を 貫 通 し、や や 抜 き

に くい
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4 ）機械移植

　 セ ル 成 型 苗 の 育苗 が 可 能 と な っ た こ と

か ら、機械 移植 に つ い て の 検討 も行 っ た 。

　 移植作 業 は 10a 当た り1時 間弱 で 行 うこ

とが で き （図 10）、生 育 ・収 量に つ い て も

特 に 問題 はな か っ た。

　 しか し、 10 日程 度 の 育苗 日数 で は 根鉢

の 強 度 が 不 足 し、移植 時 に 根 鉢 が 崩 れ る

た め 、根 鉢 の 強 化 に っ い て 市 販 の 根 鉢 固

化 剤 の 使 用 と裸麦 種子 の 混和 を検討 した。
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セ ル 成 形 苗 　 苗 床 育 苗 　 　 楼 械 移 植

図 10 育苗 及 び移植作業 に 要する 労働 時 間

どち らの 方 法 で も根 鉢 の 強 化 に効 果 が あ り 、 播 種後 10 日 よ り早 く移植 が可 能 で あ っ た 。裸 麦種

子 は培 土 3Q に 30m9程度の 混和 が最 も適当で あ っ た が、培土が やや 乾燥 しやす くな る。

4 ，安定生 産 に お け る今後 の 課題

　市場 で は、大粒 で ある ほ ど高値 で 取 り引 き され て お り、大粒 を安定生産す る技術 の 開発 は 黒

大 豆 の 栽培 試 験 が 始 ま っ た 頃 か ら の 課 題 で あ る 。今 回 、紹介 した よ うに 、播種適 期 や播 種密 度

な どに始 ま り 、 中耕培土 な どの 管理 に っ い て 検討 を行 っ て きた が、生 育期全般 を通 じ て の 土 壌

水 分の 状 態 と生育 の 関係や 、施 肥 法 と大粒 生産 の 関係 な どの よ うに 明 らか に な っ て い ない こ と

も多 く、それ らの 検討 を通 じ て さらに 大粒 の 安 定生 産技術 の 確 立を行 っ て い きた い 。
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